
１．社会生活における男女平等について

問１ あなたは、次の分野において男女の地位は平等になっていると思いますか。
（○はひとつずつ）

家庭生活

職場

学校教育の場

政治の場

法律や制度の上

社会通念・慣習等

12.4

12.0

2.3

18.1

7.4

18.5

52.9

46.8

15.0

42.9

31.6

55.8

22.1

20.9

58.1

19.8

34.0

8.4

3.5

4.5

2.6

1.4

5.7

1.8

0.7

0.6

0.7

0.2

1.0

0.5

3.7

6.8

11.5

8.7

11.5

6.7

4.7

8.4

9.9

9.0

8.8

8.3

男性の方が非常に優遇　　
されている

どちらかと言えば男性
の方が優遇されている

平等である

どちらかと言えば女性
の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇
されている

わからない

無回答



２．社会全体としての男女平等について

問２ 社会全体としては、男女平等になっていると思いますか。
（○はひとつずつ）

全体

男性

女性

8.4

4.8

11.6

68.2

67.9

68.8

11.1

15.6

7.0

4.5

5.6

3.3

0.3

0.4

0.2

5.8

4.1

7.3

1.7

1.6

1.8

男性の方が非常に優遇　　
されている

どちらかと言えば男性
の方が優遇されている

平等である

どちらかと言えば女性
の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇
されている

わからない

無回答



３．男性が優遇されている要因について

問２－１ （問２で１または２と答えた方へお尋ねします。）
男性が優遇されている要因は次のどれですか。（○はいくつでも）

社会通念や慣習やしきたりなどの中には男性優位に
はたらくものが多い

日本の社会は仕事優先、企業中心の考え方が強く、
それを支えているのは男性だという意識が強い

育児、介護など男女が共同に担うための体制やサー
ビスが充実していない

女性の能力を発揮できる環境や機会が十分でない

男女平等を進めていこうという男性の意識がうすい

能力を発揮している女性を適正に評価するしくみが
十分でない

女性の意欲や能力が男性に比べ劣っていると考える
人がいる

男女の差別を人権問題としてとらえる意識がうすい

男女平等を進めていこうという女性の意識がうすい

専業主婦に有益な税制や社会保障制度などが男女の
役割分担を助長している

その他

わからない

無回答

69.3

60.5

47.2

36.3

35.2

30.8

28.0

24.6

15.7

11.4

1.6

0.3

1.3



４．「男は仕事、女は家庭」という考え方について

問３ 「男は仕事、女は家庭」という考え方についてどう思いますか。
（○はひとつ）

全体

男性

女性

13.0

17.7

8.6

38.9

33.0

44.4

44.9

46.2

43.8

1.3

1.1

1.5

1.9

2.1

1.7

同感する 同感しない どちらとも言えない　　

わからない 無回答



５．女性が職業をもつことについて

問４ 一般的に女性が職業をもつことについて、どうお考えですか。
（○はひとつ）

女性も職業をもった方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きく
なったら再び職業をもつ方がよい

子どもができても、ずっと職業を続け
る方がよい

子どもができるまでは、職業をもつ方
がよい

結婚するまでは、職業をもつ方がよい

女性は職業をもたない方がよい

その他

わからない

無回答

43.3

27.9

7.3

4.8

3.5

1.5

5.5

3.2

2.9



６．結婚について

問５ あなたは、「結婚」についてどのようにお考えですか。
（○はひとつずつ）

全体

男性

女性

27.9

39.3

17.4

42.8

39.2

46.3

2.0

1.6

2.4

25.6

18.1

32.4

1.6

1.8

1.5

ぜひ結婚する方がよい できるだけ結婚する方　　
がよい

結婚する必要はない

どちらでもよい 無回答



７．結婚後の「姓」について

問６ あなたは結婚後の「姓」をどのようにお考えですか。
（○はひとつ）

全体(H13)

全体(H９)

男性

女性

42.7

61.3

48.6

37.2

0.2

0.2

0.3

38.4

26.7

34.4

42.1

9.7

7.4

8.9

10.5

7.1

4.0

6.0

8.2

1.8

0.5

2.0

1.7

結婚後は夫婦とも「夫の  
姓」を名乗る方がよい

結婚後は夫婦とも「妻の
姓」を名乗る方がよい

結婚後は夫婦とも同じ姓
であれば、夫・妻どちら
の姓を名乗ってもよい

結婚しても、夫・妻とも
「今までの姓」を変える
必要はない

その他 無回答



８．「離婚」について

問７ 「離婚」についてあなたはどのようにお考えですか。
（○はひとつ）

全体(H13)

全体(H９)

男性

女性

8.1

10.4

8.1

8.3

69.1

58.2

63.9

74.0

14.8

20.0

18.2

11.5

6.6

10.4

8.0

5.2

1.4

1.0

1.8

1.0

愛情がなければ離婚して　　
もよい

事情によっては離婚して
もしかたがない

子どもがいれば離婚すべ
きでない

どんなことがあっても離
婚すべきではない

無回答



９．家庭における子どもの育て方について

問８ 家庭における子どもの育て方について、あなたはどうお考えですか。
（○はひとつ）

全体

男性

女性

25.5

32.9

18.8

67.8

61.3

73.7

2.1

2.2

2.0

2.7

1.8

3.4

2.0

1.8

2.0
女の子は「女の子らしく」、　　
男の子は「男の子らしく」育
てる方がよい

女の子、男の子と性による区
別はせずに、個性に応じた育
て方をする方がよい

その他

わからない 無回答



10．自分の子どもに受けさせたい教育程度について

問９ あなたに女の子と男の子がいるとした場合、受けさせたい教育程度につ
いて、どうお考えですか。子どもがいない方もあった場合としてお答えく
ださい。（○はそれぞれひとつずつ）

中学校

高等学校

専門・専修学校

短期大学・高等専門学校

大学・大学院

その他

無回答

0.3

10.6

11.5

21.0

44.9

9.0

2.6

0.2

5.6

9.6

8.0

65.2

8.8

2.6

女の子

男の子



11．子どもの将来の生き方について

問10 あなたは、自分の子どもは将来どのような生き方をしてほしいと思いま
すか。子どもがいない方もあった場合としてお答えください。（○はそれ
ぞれ２つずつ）

社会的な地位を得る

経済的に自立した生活をする

人間性豊かな生活をする

家族や周りの人たちと円満に暮らす

社会に貢献する

本人の個性や才能を生かした生活をする

本人の意思に任せる

その他

わからない

無回答

0.7

24.2

36.9

36.1

4.8

32.3

28.2

0.5

0.3

2.2

3.5

44.2

28.2

18.1

9.0

34.2

25.7

0.5

0.3

2.5

女の子

男の子



12．男女平等を推進するために学校で行うとよいものについて

問11 男女平等を推進していくために、学校、特に小・中・高等学校で行うと
よいと思うのはどれですか。（○はいくつでも）

生活指導や進路指導において、男女の区別なく
能力を生かせるよう配慮する

学校生活での児童・生徒の役割分担を男女同じ
にする

男女平等の意識を育てる教育をする

保護者会などを通じ、男女平等教育への保護者
の理解を深める

教職員研修を行う

校長や教頭に女性を増やしていく

出席簿、座席、ロッカーの順番など、男女を分
ける習慣をなくす

その他

学校教育の中ではする必要はない

わからない

無回答

60.2

40.4

40.2

21.9

18.7

18.4

12.5

2.3

2.1

5.2

2.1



13．家庭内の役割分担について

問12 結婚している方へお尋ねします。あなたの家庭では家庭内の役割分担をど
のようにしていますか。（○はひとつずつ）

食料品等の買い物

料理

食後の片づけ

掃除・洗濯等

乳幼児の世話・育児

子どものしつけ・勉強

ＰＴＡ（学校行事等）への参加

町内行事等への参加

高齢者の世話・介護

1.0

0.4

2.5

1.1

0.2

3.4

5.4

26.5

1.1

75.6

87.2

78.5

78.3

56.6

34.0

53.3

26.3

34.3

18.1

5.3

11.7

13.8

23.0

45.8

22.6

34.9

29.9

0.2

0.1

0.2

0.3

2.2

0.3

0.7

2.0

1.1

1.6

0.4

0.2

0.1

0.9

1.6

1.1

1.2

2.6

1.3

3.4

2.6

3.1

2.4

12.4

3.3

4.0

3.5

3.8

16.4

13.9

15.4

6.7

20.4

主に夫 主に妻 夫婦共同で 主に父（義父）

主に母（義母） その他 無回答



14．家庭における意思決定について

問13 結婚されていて、配偶者と同居されている方へお尋ねします。あな
たの家庭では次のことがらを決める場合、どなたの意見が最も尊重さ
れますか。（○はそれぞれひとつずつ）

子どもの教育方針や進学目標を決める

夫と妻の小遣いの額を決める

将来の生活設計を立てる

家庭にとっての重大問題の最終判断

家族旅行の行き先や費用を決める

家庭における全体的な実権

9.7

7.2

12.2

39.1

11.0

41.0

6.8

19.1

6.5

2.3

19.4

10.5

61.5

48.1

63.7

42.2

50.4

30.7

0.1

0.1

0.3

1.5

0.2

1.8

0.1

0.0

0.1

0.4

0.3

0.7

4.4

8.8

2.4

0.7

2.7

1.0

17.4

16.8

14.9

13.8

16.0

14.2

主に夫 主に妻 夫婦共同で 主に父（義父）

主に母（義母） その他 無回答



15．高齢者・障害者等の介護における、家庭内での分担について

問14 あなたは、高齢者・障害者等の介護をする場合に、家庭内での分担につ
いて、どのようにお考えですか。（○はひとつ）

主として女性が受けもつ方がよい

男女が共同して分担する方がよい

主として男性が受けもつ方がよい

その他

わからない

無回答

11.6

76.7

0.5

3.5

4.3

3.5

16.2

70.4

0.4

4.4

5.1

3.6

7.3

82.3

0.5

2.7

3.7

3.4

全体

男性

女性



16．勤務先における女性への不当な扱いについて

問15 職業をもっている方へお尋ねします。あなたは今の勤務先で女性は不当
な扱いを受けていると思いますか。（○はひとつ）

全体

男性

女性

15.0

12.8

17.6

75.7

78.7

72.3

9.3

8.5

10.1

思う 思わない 無回答



17．女性への不当な扱いの具体例について

問15-1 問15で１と答えた方へお尋ねします。それは具体的にはどんなことで
すか。（○は３つまで）

男女の昇進・昇格に格差がある。

男女の賃金に格差がある

女性の能力を正当に評価しない

女性には補助的な仕事しかさせない

採用時の条件が女性に不利である

女性を幹部社員に登用しない

中高年の女性には退職を促すような周りの圧力がある

女性は教育研修を受ける機会が少ない

結婚・出産退職等の慣習がある

女性は定年が男性より早い

その他

無回答

41.4

38.4

33.5

24.0

15.2

14.4

9.5

7.6

6.1

1.1

10.6

6.1

40.3

38.7

26.9

24.4

16.8

20.2

5.0

8.4

7.6

0.8

9.2

6.7

42.7

38.5

39.2

23.8

14.0

9.8

13.3

7.0

4.9

1.4

11.9

4.9

全体

男性

女性



18．職業を続ける上での障害について

問16 職業をもっている女性の方へお尋ねします。あなたは今の職業を続けてい
く上で、何か障害を感じていますか。（○は３つまで）

労働時間が長い

育児や介護のための施設が十分でない

賃金に男女格差がある

転勤がある

短期契約等の不安定な雇用形態がある

職場の雰囲気で育児休暇・介護休暇を取りにくい

職場の人間関係がうまくいかない

家事・育児・介護への家族の協力が不十分である

昇進、教育訓練等に男女で不公平な取扱いがある

女性は補助的な仕事だけで、自分の能力を十分発揮できない

セクシャル・ハラスメントがある

勤続年数が増えると職場に退職を促すような圧力がある

まわりの女性に職業を持ち続けようという意識がない

職場に結婚退職、出産退職などの慣行がある

職業を続けることへの家族の同意が得られない

その他

特に障害はない

無回答

11.4

10.7

9.8

9.6

9.0

7.9

7.7

6.3

5.0

4.7

2.7

2.0

1.6

1.4

0.5

5.9

30.8

11.9



19．職業をもっていない理由について

問17 職業をもっていない女性の方へお尋ねします。あなたが現在、職業を
もっていない理由をお知らせください。（○はひとつ）

適当な仕事が見つからない

自分の健康に自信がない

働く必要がない

子育てがおろそかになる

家事がおろそかになる

趣味やボランティア活動が忙しい

高齢者や病人の世話がおろそかになる

自分の能力や技術に自信がない

職業につきたくない

その他

特に理由なし

無回答

13.7

12.6

8.7

7.4

5.4

5.4

3.1

2.2

0.7

16.6

5.9

18.3



20．就業の意思・希望する職業について

問17-1 あなたは今後、職業を持ちたいと思いますか。（○はひとつ）

いま職業を探している

そのうち職業を持つつもり

職業を持つつもりはない

無回答

11.5

20.5

47.1

20.9

問17-2 問17-1で１または２と答えた方へお尋ねします。それはどんな職業で
すか。（○はひとつ）

常時雇用されている人

臨時に雇用されている人

家庭内での内職

自営業主（事業）

家族従業者

その他

無回答

40.8

29.9

8.8

2.0

2.0

5.4

10.9



21．女性の職場進出のために必要な条件整備について

問18 あなたは女性の職場進出を進めるために、どのような条件整備が必要だと
思いますか。（○は３つまで）

結婚・出産・介護などの都合でいったん退職した女性のための
再雇用制度を普及、促進する

育児や介護のための施設やサービスを拡充する

育児休業制度、介護休業制度を普及、促進する

男性の家事・育児・介護等への参加を促すための啓発をする

週給２日制や労働時間の短縮をすすめる

雇用・労働条件での女性差別を是正する

能力開発や技術修得のための講座・研修会を実施する

求人・職業情報を積極的に提供する

税制や年金制度を世帯単位から個人単位にする

職業生活を続けていく上での相談窓口を充実する

これから起業しようとする人への支援を充実する

セクシャル・ハラスメント対策への情報を提供する

その他

特にその必要はない

無回答

50.3

50.7

31.6

21.6

25.2

21.3

8.5

7.4

6.7

4.1

3.9

1.9

1.1

2.2

9.1

42.3

41.0

25.2

29.6

22.9

12.4

10.2

10.6

7.4

4.4

4.5

1.5

1.3

2.4

15.7

男性

女性



22．地域社会における活動への参加状況について

問19 あなたは地域社会において、今どのような活動に参加していますか。また、
これからどのような活動に参加してみたいですか。（○はひとつずつ）

趣味・スポーツ・教養等のサークル活動

町内会・青年団・婦人会・老人クラブ等

ＰＴＡ活動・子ども育成会活動

地域の青少年のための活動

女性問題に関する活動

消費者問題に関する活動

社会福祉分野での活動

保健衛生・医療などの奉仕活動

環境問題に関する活動

国際交流・国際化等に関する活動

その他

35.0

45.6

24.4

6.4

2.8

2.3
7.5

2.4
5.4

2.8

0.7

36.0

20.5

18.9

27.7

22.0

20.3

41.0

29.3

41.5

30.2

1.3

13.3

19.0

29.3

36.7

45.9

48.1

26.0

39.9

27.2

39.0

6.7

15.7

14.8

27.4

29.2

29.3

29.4

25.5

28.5

25.9

28.0

91.3

現在参加している 今後参加したい 今後も参加しない 無回答



23．活動に参加している理由について

問20 現在、何らかの活動に参加している方へお尋ねします。あなたが活動に
参加しているのは、どのような理由によりますか。（○は２つまで）

人や世の中、地域に役立つから

自分を成長させたいから

役目が順番制だから

友達ができるから

自分の専門や能力を生かしたいから

教養になるから

実生活（職業を含む）に役立つから

時間に余裕があるから

行政や他人任せではいけないから

その他

無回答

30.2

29.3

28.4

23.0

10.8

8.6

8.0

6.5

6.4

3.9

7.6

40.9

22.2

25.7

20.6

13.5

8.0

8.3

7.1

8.4

3.4

6.3

20.8

35.9

30.7

25.0

8.4

9.0

7.9

5.9

4.5

4.4

8.9

全体

男性

女性



24．活動に参加しない理由について

問21 現在、何も参加していない方へお尋ねします。あなたが活動に参加しな
いのはどのような理由によりますか。（○は２つまで）

職業を持っているから

そのような活動に関心がないから

適当な講座やサークルがないから

活動するような施設が近所にないから

家事・育児・介護で忙しいから

一緒に参加する仲間がいないから

自分が高齢・病弱だから

費用がかかるから

よい講師や指導者がいないから

家族の協力が得られないから

無回答

40.1

18.4

17.8

15.1

10.8

10.4

10.1

4.9

1.8

1.4

13.7

43.2

23.3

19.9

16.1

4.0

12.1

8.1

3.5

1.7

0.3

13.0

37.2

14.0

15.9

14.3

17.3

8.6

11.9

6.2

1.9

2.4

14.6

全体

男性

女性



25．女性の人権が尊重されていないと感じることについて
問22 あなたが女性の人権が尊重されていないと感じるのは、次のどれですか。
（○はいくつでも）

「女性にはできない」といった偏見

家庭内での夫から妻への暴力

職場におけるセクシャル・ハラスメント

痴漢行為

売春・買春

女性の働く風俗営業

女性に対するストーカー

女性のヌード写真などを掲載した雑誌

女性の体の一部や媚びたポーズ等を、内
容に関係なく使用した広告

女性の容貌を競うミス・コンテスト

「令夫人」、「○○女史」のように女性
にだけ用いられる言葉

その他

特にない

わからない

無回答

46.5

36.4

30.1

27.5

25.7

19.6

19.3

15.4

14.5

6.9

6.0

1.0

4.9

4.8

9.3



26．メディアにおける性・暴力表現について

問23 テレビ、新聞、雑誌等のメディアにおける性・暴力表現について、あな
たはどのように考えますか。（○はいくつでも）

そのような表現を望まない人や子どもの目に
触れないような配慮が足りない

社会全体の性に関する道徳観・倫理観が損な
われている

女性の性的側面を過度に協調するなど、行き
過ぎた表現が目立つ

女性に対する犯罪を助長する恐れがある

女性のイメージや男性のイメージについて偏
った表現をしている

その他

特に問題はない

わからない

無回答

49.1

47.9

35.3

28.6

15.8

1.2

3.2

7.6

7.2



27．夫婦間での暴力について

問24 あなたは、次のようなことが夫婦の間で行われた場合、それを暴力だと思
いますか。（○はひとつずつ）

平手で打つ

足で蹴る

身体を傷つける可能性のある物で
なぐる

なぐるふりをして、おどす

刃物などをつきつけて、おどす

相手が嫌がっているのに性的な行
為を強要する

見たくもないのにポルノビデオや
ポルノ雑誌を見せる

何を言っても長時間無視する

交友関係や電話を細かく監視する

「誰のおかげで生活できるんだ」
とか、「かいしょうなし」と言う

大声でどなる

55.2

78.3

87.3

47.2

86.6

64.5

50.3

32.5

31.8

50.1

34.3

33.3

11.6

3.2
35.3

3.1
22.0

27.4

40.8

41.8

30.8

46.4

2.2

0.7

0.5
6.3

0.7

3.0
10.6

15.3

14.3

8.6

9.5

9.2

9.4

9.0

11.1

9.7

10.4

11.7

11.4

12.0

10.5

9.8

どんな場合でも暴力　　
にあたると思う

暴力にあたる場合と　　
そうでない場合があ
ると思う。

暴力にあたるとは思
わない

無回答



28．夫婦間での暴力の有無について

問25 あなたはこれまでに、あなたの夫や妻から、次のようなことをされたこ
とがありますか。（○はひとつずつ）

命の危険を感じるくらいの暴行をう
ける

医師の治療が必要となる程度の暴行
をうける

医師の治療が必要とならない程度の
暴行をうける

あなたがいやがっているのに性的な
行為を強要される

あなたは見たくもないのに、ポルノ
ビデオやポルノ雑誌を見せられる

何を言っても無視され続ける

交友関係や電話を細かく監視される

「誰のおかげで生活できるんだ」と
か、「かいしょうなし」と言われる

大声でどなられる

0.7

0.4

1.7

3.2

0.4

2.5

1.4

1.9

7.6

2.2

1.7

5.0

8.1

3.9

15.9

6.9

8.3

23.3

76.2

76.1

71.4

66.4

73.3

59.5

69.3

67.8

47.9

21.0

21.7

21.9

22.4

22.5

22.2

22.5

22.0

21.2

何度もあった １、２度あった

まったくなかった　　 無回答



29．受けた行為に関する相談について

問25-1 あなたはこれまでに、受けた行為についてだれかに相談しましたか。
（現在相談中も含む ○はいくつでも）

どこ（だれ）にも相談しなかった

家族に相談した

友人・知人に相談した

医師に相談した

警察に連絡・相談した

婦人相談所・婦人相談員に相談した

その他の公的機関に相談した

人権擁護委員に相談した

民間の機関（弁護士会等）に相談した

その他

無回答

41.2

23.7

23.7

3.6

2.6

1.0

1.0

1.0

0.5

2.6

12.9



30．相談しなかった理由について

問25-2 どこ（だれ）にも相談しなかったのはなぜですか。
（○はいくつでも）

自分にも悪いところがあると思ったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのままや
っていけると思ったから

相談するほどのことではないと思ったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくなかったから

そのことについて思い出したくなかったから

どこ（だれ）に相談してよいのか分からなか
ったから

担当者の言動により不快な思いをすると思っ
たから

相談したことがわかると、仕返しをうけたり
もっとひどい暴力をうけると思ったから

その他

無回答

41.3

40.0

38.8

23.8

22.5

17.5

15.0

6.3

3.8

3.8

2.5

0.0

6.3



31．つきまといについて

問26 あなたはこれまでに、あなたはいやなのに、ある特定の異性にしつこく、
つきまとわれたことがありますか。（○はひとつ）

全体

男性

女性

9.6

4.8

14.0

83.2

85.7

81.1

7.1

9.5

4.9

ある ない 無回答

全体 18.5 20.8 55.6 5.1
１回あった ２回以上あった　　　 まったくない

無回答

問27 あなたはこれまでに、交通機関などの中や路上などで痴漢の被害に遭っ
たことがありますか。（○はひとつ）

32．痴漢被害の有無について（女性対象）



33．性的な行為の強要について

問28 あなたはこれまでに、異性からおどされたり、押さえつけられたり、凶器
を用いたりして、いやがっているのに性的な行為を強要されたことがありま
すか。（○はひとつ）

全体 4.31.8 87.2 6.7

１回あった

２回以上あった

まったくない 無回答

問28-1 あなたは、問28のような行為について、誰かに打ち明けたり、相談した
りしましたか。（○はひとつ）

34．受けた行為に関する相談の有無について

どこ（だれ）にも相談しなかった

友人・知人に相談した

家族に相談した

警察に連絡・相談した

民間の機関（弁護士会等）に相談した

医師に相談した

その他の公的機関に相談した

その他

無回答

59.0

29.5

11.5

9.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0.0



34．どこにも相談しなかった理由について

問28-2 どこ（だれ）にも相談しなかったのはなぜですか。（○はいくつでも）

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

被害をうけたことを思い出したくなかったから

相談してもむだだと思ったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっ
ていけると思ったから

どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかっ
たから

相談するほどのことではないと思ったから

相談したことがわかると、仕返しをうけたり、
また同じような行為をされると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

担当者の言動により不快な思いをすると思った
から

他人を巻き込みたくなかったから

世間体が悪いから

その他

無回答

52.2

30.4

30.4

28.3

15.2

13.0

10.9

10.9

4.3

4.3

2.2

6.5

2.2



35．万が一、性的行為を強要された場合の対応について

問28-3 もしあなたが、問28のような行為をされたら、どうしますか。（○はい
くつでも）

警察に連絡・相談すると思う

家族に相談すると思う

友人・知人に相談すると思う

その他の公的機関に相談すると思う

民間の機関（弁護士会等）に相談すると思う

医師に相談すると思う

どこ（だれ）にも相談しないと思う

その他

無回答

35.2

34.3

21.5

11.7

8.1

6.4

2.5

1.2

34.6



36．どこにも相談しない理由について
問28-4 どこ（だれ）にも相談しないと思うのはなぜですか。（○はいくつでも）

恥ずかしくてだれにも言えないから

被害をうけたことを思い出すのもいやだから

相談してもむだだと思うから

担当者の言動により不快な思いをすると思うから

自分さえがまんすれば、なんとか今のままでやっ
ていけると思うから

世間体が悪いから

相談したことがわかると、仕返しをうけたり、ま
た同じような行為をされると思うから

他人を巻き込みたくないから

自分にも悪いところがあると思うから

どこ（だれ）に相談してよいのかわからないから

相談するほどのことではないと思うから

その他

無回答

57.1

46.4

35.7

28.6

28.6

25.0

14.3

14.3

10.7

7.1

7.1

0.0

0.0



37．セクシャル・ハラスメント被害の有無について

問29 あなたは、いままでに職場や学校などでセクシャル・ハラスメントを受
けたことがありますか。（○はひとつ）

全体

男性

女性

12.1

2.6

20.6

77.5

88.3

67.9

10.4

9.0

11.4

ある ない 無回答



38．受けたセクシャル・ハラスメントの内容について

問29-1 あなたが受けたのはどのようなことですか。（○はいくつでも）
容姿や服装、身体についても、ことさら強調し

た会話をされた

髪や身体に触れられたり、すり寄られたりした

性的な会話をされたり、からかわれたりした

年齢や結婚、子どもを産むことなどについて、
ことさら強調した会話をされた

名前の代わりにお姉さん、おばさん、ぼく、ぼ
うや、おじさんなどと呼ばれた

酒の席や社員旅行で接待やサービスを無理強い
された

抱きつかれたり、キスされたりした

飲食や食事などにしつこく誘われたり、交際を
強要された

いやらしい目つきで身体をじろじろ見られた

私生活について、性的な噂を流された

ヌード写真を見せられたり、目に付くところに
掲示されたりした

更衣室などで覗かれた

性的暴力行為を受けた

その他

特にない

わからない

無回答

41.5

38.8

37.1

23.1

22.8

20.7

15.3

11.6

10.5

5.4

4.4

1.7

0.7

4.4

1.0

0.3

3.1



39．女性に対する暴力をなくすための方策について
問30 このところ、性犯罪、売買春、パートナーからの暴力、セクシャル・ハ
ラスメント等、女性に対する暴力への関心が高まっていますが、女性に対
する暴力をなくすにはどうしたらよいと思いますか。（○はいくつでも）

被害女性が安心して相談できる場所を確保する

法律・制度の制定や見直しを行う

犯罪の取り締まりを強化する

捜査や裁判での担当者に女性を増やし、被害者が届けやすいようにする

被害女性のための相談所や保護施設を整備する

過激な内容のビデオソフト、ゲームソフト等の販売や貸出を制限する

学校における男女平等や性についての教育を充実させる

家庭における男女平等や性についての教育を充実させる

職場における男女平等意識を徹底させる

メディアが倫理規定を強化する

被害女性を支援し、暴力に対する市民運動を盛り上げる

その他

特に対策の必要はない

わからない

無回答

57.0

44.0

40.6

39.1

38.2

32.5

29.6

25.5

24.0

18.5

13.5

2.1

0.5

2.8

8.1



40．男女共同参画社会に関連する「ことば」や「ことがら」の認知度について

問31 あなたは次にあげる「ことば」や「ことがら」をご存知ですか。
（○はひとつずつ）

男女共同参画社会基本法

男女共同参画基本計画

児童買春・児童ポルノ禁止法

ストーカー規制法

ジェンダー

長崎県男女共同参画計画

「With You」県男女共同参画
啓発用ラジオ番組

男女共同参画だより

6.9

5.3

21.1

28.6

7.1

5.8

2.4

6.0

49.8

44.6

59.6

56.0

20.6

33.8

15.1

20.3

34.0

38.7

8.5

5.3

59.5

47.2

71.4

62.4

9.4

11.5

10.7

10.1

12.7

13.2

11.0

11.3

内容まで知っている 聞いたことはあるが　　
内容は知らない

全く知らない 無回答



41．政策の企画や方針決定の過程に女性の参画が少ない理由について

問32 あなたは、政治や行政において、政策の企画や方針決定の過程に女性の参
画が少ない理由は何だと思いますか。（○はいくつでも）

男性優位の組織運営

女性の参画を積極的に進めようと意識している人が少ない

女性側の積極性が十分でない

家庭、職場、地域における性別による役割
分担や性差別の意識

女性の能力開発の機会が不十分

家族の支援・協力が得られない

女性の活動を支援するネットワークの不足

その他

わからない

無回答

51.1

39.6

37.7

31.9

26.5

22.9

18.6

1.4

7.1

7.3



42．男女共同参画社会の実現に向けた施策について
問33 県では男女共同参画社会の実現を目指して、平成12年3月に「長崎県男女
共同参画計画」を策定し様々な施策を実施していますが、今後はどのような
ことに力を入れたらよいと思いますか。（○は３つまで）

子育て支援、介護の充実、就業環境の整備など
の仕事と家庭生活の両立支援

社会教育、生涯教育の場での男女共同参画に向
けた学習や講座の充実

学校教育における男女平等教育の充実

女性の就業機会の確保、女性の職業能力開発の
機会の充実

男女共同参画の推進についての啓発活動の充実

男性に対する意識啓発の充実

女性のための相談機関、相談機能の充実

県や市町村の審議会等への女性の登用促進

地域社会活動やボランティア活動への男女共同
参画の促進

暴力等被害から逃れるための「緊急避難所、シ
ェルター」などの整備

市町村の担当窓口や民間団体との連携強化

男女共同参画推進センターの設置

その他

無回答

43.2

28.2

25.4

25.1

18.1

15.0

14.4

14.3

9.0

8.9

6.6

4.7

1.1

15.2


